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１ 調査の概要 
 

1-1．調査の目的 
 

現在の市庁舎（本館）は、建設後 80 年以上が経過し、建物や設備の老朽化、耐震

性能不足、バリアフリーなどの課題を抱えている。 

平成 28 年 4 月に発生した熊本地震においては、災害活動の拠点となる庁舎が損壊

し、使用不能になったことで、復旧活動や業務継続に支障をきたした例が見られ、庁

舎の耐震性の確保について、全国的にその重要性の認識が広まったところである。 

このような背景を踏まえ、本市では、当初平成 31 年度に予定していた庁舎整備の

検討を平成 28 年度に前倒しして実施しており、具体的には、平成 28 年度に、庁舎の

耐震診断調査や現況調査を実施し、平成 29 年度に「大牟田市庁舎整備手法検討に係

るシミュレーション結果報告書」を作成、公表したところである。 

平成 30 年度は市庁舎の改修や建替えに向けた検討を進めており、庁舎整備の手法

等に関する市民の意見を把握するため、市民アンケート調査をはじめとした各種アン

ケート調査を実施した。 

 

 

1-2．調査の方法 
 

アンケート調査は、「市民アンケート」、「インターネットアンケート」、「団体アンケ

ート」の３つを実施した。詳細は下表のとおりである。 

 

■調査の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民アンケート
インターネット
アンケート

団体アンケート

対象 2,000人 本市ＨＰ閲覧者 各種団体（54団体）

※1 ※2

実施期間 6月21日～7月10日 6月21日～7月10日 6月21日～7月10日

実施方法 郵送 ＨＰに掲載 郵送

※1：18歳以上の市民を無作為抽出

※2：「まちづくり総合プラン2016～2019」における各種団体意見交換の対象団体。（私企業、公共機関を除く）
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２ 調査の概況 
 

2-1．回収率、回答者の属性 

（１）回収率等 

①回収率 

・市民アンケートの回収数は 1,032 で、回収率は 51.6％だった。 

・インターネットアンケートの回収数は 517 だった。 

・団体アンケートの回収数は 42 で、回収率は 77.8％だった。 

 

■回収率 

 

 

 

 

 

 

 

 

②標本誤差 

・市民アンケート調査の標本誤差は最大で 3.1％だった。回答者の年代区分別にみ

ると、標本数（回収数）が少ない「18～39 歳」で標本誤差が 8.3％だった。 

・インターネットアンケート調査の標本誤差は最大で 4.3％だった。回答者の年代

別にみると、標本数（回収数）が少ない「60 歳以上」で標本誤差が 12.8％だっ

た。 

 

■標本誤差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18～39歳 40～59歳 60歳以上

母集団 99,906 22,740 27,464 49,702

標本数（回収数） 997 140 273 584

標本誤差（最大） 3.1% 8.3% 5.9% 4.0%

標本数（回収数） 513 154 300 59

標本誤差（最大） 4.3% 7.9% 5.6% 12.8%

年代区分
全体

市民
ｱﾝｹｰﾄ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ

市民アンケート
インターネット
アンケート

団体アンケート

対象 2,000人 本市ＨＰ閲覧者 各種団体（54団体）

回収数 1,032 517 42

回収率 51.6% － 77.8%
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（２）回答者の属性 

①性別・属性 

・市民アンケートの回答者を性別にみると、「男性」が 36.3％、「女性」が 57.8％

である。年代別にみると、「18～39 歳」が 13.5％、「40～59 歳」が 26.5％、「60

歳以上」が 56.7％で、60 歳以上の割合が最も高い。 

・インターネットアンケートの回答者を性別にみると、「男性」が 61.9％、「女性」

が 36.2％である。年代別にみると、「18～39 歳」が 30.0％、「40～59 歳」が 58.0％、

「60 歳以上」が 11.4％で、40 歳代から 50 歳代の割合が最も高い。 

 

■性別及び年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②通算居住年数 

・市民アンケートの回答者を通算居住年数別にみると、最も割合が高いのは「20

年以上」で 81.6％である。 

・インターネットアンケートの回答者を通算居住年数別にみると、最も割合が高

いのは「20 年以上」で 76.8％である。なお、市外居住者の回答は約 9％となっ

ている。 

 

■通算居住年数 

 

 

 

  
1,032 100% 517 100%

5年未満 31 3.0% 14 2.7%

5～9年 28 2.7% 12 2.3%

10～19年 82 7.9% 44 8.5%

20年以上 842 81.6% 397 76.8%

市外に居住 47 9.1%

不詳 49 4.7% 3 0.6%

市民アンケート
インターネット
アンケート

回収数

通
算
居
住
年
数

人口比率
※1

1,032 100% 517 100%

男性 375 36.3% 320 61.9% 45.5%

女性 596 57.8% 187 36.2% 54.6%

不詳 61 5.9% 10 1.9%

18～39歳 139 13.5% 155 30.0% 22.8%

40～59歳 273 26.5% 300 58.0% 33.5%

60歳以上 585 56.7% 59 11.4% 49.7%

不詳 35 3.4% 3 0.6%
※1：18歳以上の大牟田市民における人口比率（H30.4.1現在　住民基本台帳）

※2：17歳以下（１名）を含む

インターネット
アンケート

年
代

回収数

性
別

市民アンケート

※2
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2-2．各設問の集計結果 
  

問１．過去３年の間、どのくらいの頻度で、市庁舎に訪れていますか。（○は１つ） 
 

・市民アンケートで最も割合が高いのは「数か月に 1 回程度」で 40.5％、次いで

「年に 1 回程度」が 27.4％である。 

・インターネットアンケートで最も割合が高いのは「数か月に1回程度」で32.1％、

次いで「年に 1 回程度」が 23.4％である。 

・団体アンケートで最も割合が高いのは「数か月に 1 回程度」で 28.6％、次いで

「月に 1 回程度」が 23.8％と、市民アンケート、インターネットアンケートの

結果と比較して、来庁頻度が高い傾向だった。 

 

■過去 3年間の来庁頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■集計表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※75％以上は黒色の網掛け、50％以上は灰色の網掛けで表示（以降同様）  

1.0%

15.5%

21.4%

1.5%

2.9%

16.7%

8.8%

10.1%

23.8%

40.5%

32.1%

28.6%

27.4%

23.4%

4.8%

19.2%

15.5%

4.8%

1.6%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート

（1,032）

ネットアンケート

（517）

団体アンケート

（42）

週に１回より多い 週に１回程度 月に１回程度

数か月に１回程度 年に１回程度 年に１回より少ない

不詳

数 割合 数 割合 数 割合

回答者総数 1,032 100.0% 517 100.0% 42 100.0%

1．週に１回より多い 10 1.0% 80 15.5% 9 21.4%

2．週に１回程度 15 1.5% 15 2.9% 7 16.7%

3．月に１回程度 91 8.8% 52 10.1% 10 23.8%

4．数か月に１回程度 418 40.5% 166 32.1% 12 28.6%

5．年に１回程度 283 27.4% 121 23.4% 2 4.8%

6．年に１回より少ない 198 19.2% 80 15.5% 2 4.8%

不詳 17 1.6% 3 0.6% 0 0.0%

市民ｱﾝｹｰﾄ 団体ｱﾝｹｰﾄ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ
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問2．市庁舎に訪れる場合の主な交通手段は何ですか。（○は１つ） 
 

・いずれのアンケートも、最も割合が高いのは「自家用車」で、それぞれ 73.7％、

72.1％、97.6％である。 

 

■来庁する場合の主な交通手段【団体のみ複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※団体アンケートについては、「その他」に「自家用車」の記述が多数あったため、集計上

は「自家用車」の選択肢にカウントした。 

 

 

■集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

※団体アンケートのみ複数回答 

73.7%

8.4%

0.7% 6.0% 3.0% 3.7% 1.6% 0.7%
2.1%

72.1%

2.1% 4.3% 7.9% 5.8% 7.0%

0.4% 0.4%

97.6%

9.5%

2.4%

16.7%

2.4%

28.6%

2.4%
20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

自
家
用
車
（
家
族
の
送
迎
含

む
）
※
団
体
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
公
用
車
・
自
家
用
車
」

バ
ス

電
車
（
Ｊ
Ｒ
・
西
鉄
）

自
転
車

バ
イ
ク

徒
歩

タ
ク
シ
ー

そ
の
他

不
詳

市民アンケート（1,032）

ネットアンケート（517）

団体アンケート（42）

数 割合 数 割合 数 割合

回答者総数 1,032 100.0% 517 100.0% 42 100.0%

1．自家用車（家族の送迎含む）
※団体アンケートは「公用車」

761 73.7% 373 72.1% 41 97.6%

2．バス 87 8.4% 11 2.1% 4 9.5%

3．電車（ＪＲ・西鉄） 7 0.7% 22 4.3% 1 2.4%

4．自転車 62 6.0% 41 7.9% 7 16.7%

5．バイク 31 3.0% 30 5.8% 1 2.4%

6．徒歩 38 3.7% 36 7.0% 12 28.6%

7．タクシー 17 1.6% 2 0.4% 1 2.4%

その他 7 0.7% 2 0.4% 0 0.0%

不詳 22 2.1% 0 0.0% 0 0.0%

市民ｱﾝｹｰﾄ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ

団体ｱﾝｹｰﾄ



6 

 

■「その他」の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（市民アンケート）

社用車 2

親と自家用車で 1

姉の車 1

代理 1

家族に行ってもらう 1

（ネットアンケート）

自家用車・徒歩・バイク 1

公用車 1

（団体アンケート）

特に無し －
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問3．主にどのような目的で、市庁舎に訪れていますか。（あてはまるもの全てに○） 
 

・市民アンケート、インターネットアンケートともに最も割合が高いのは「戸籍・

住民票・印鑑等の登録・届出・証明関係」で、それぞれ 78.1％、75.4％である。 

・次いで割合が高いのは、いずれのアンケートも「医療・介護・子育てなど福祉

関係」、「国民健康保険・国民年金関係」、「税金関係」となっており、市民部及び

保健福祉部の窓口利用が大半を占めている。 

 

 

■来庁の主な目的【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

78.1%

30.4%

29.3%

20.3%

2.8%

1.9%

1.4%

2.3%

2.3%

5.1%

4.7%

0.3%

1.8%

4.3%

0.9%

1.4%

75.4%

27.3%

16.8%

27.9%

1.0%

6.6%

3.5%

5.4%

5.4%

6.2%

6.0%

3.1%

10.4%

6.8%

1.4%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

戸籍（出生・死亡等）・住民票・印鑑等の登録・

届出・証明関係

医療・介護・子育てなど福祉関係

国民健康保険・国民年金関係

税金関係

公営住宅関係

教育・文化関係

農業や商工業関係

公民館や地域関係

建築・開発、都市計画、道路、公園関係

水道・下水道関係

ごみや環境関係

議会関係

会議・打合せなど

その他

市庁舎に行ったことがない

不詳

市民アンケート（1,032）

ネットアンケート（517）
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■集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「その他」の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数 割合 数 割合

回答者総数 1,032 517

1．戸籍（出生・死亡等）・住民票・印鑑等の
登録・届出・証明関係

806 78.1% 390 75.4%

2．医療・介護・子育てなど福祉関係 314 30.4% 141 27.3%

3．国民健康保険・国民年金関係 302 29.3% 87 16.8%

4．税金関係 209 20.3% 144 27.9%

5．公営住宅関係 29 2.8% 5 1.0%

6．教育・文化関係 20 1.9% 34 6.6%

7．農業や商工業関係 14 1.4% 18 3.5%

8．公民館や地域関係 24 2.3% 28 5.4%

9．建築・開発、都市計画、道路、公園関係 24 2.3% 28 5.4%

10．水道・下水道関係 53 5.1% 32 6.2%

11．ごみや環境関係 49 4.7% 31 6.0%

12．議会関係 3 0.3% 16 3.1%

13．会議・打合せなど 19 1.8% 54 10.4%

14．その他 44 4.3% 35 6.8%

15．市役所に行ったことがない 9 0.9% 0 0.0%

不詳 14 1.4% 7 1.4%

市民ｱﾝｹｰﾄ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ

（市民アンケート） （ネットアンケート）

届出・証明関係・申請等 9 勤務 5

仕事の関係等 4 仕事 5

選挙等 4 試験 3

他者の同行 4 ボランティア 2

法務局 3 健康診断 2

納税 2 選挙 1

保護課 2 保健所 1

保健所 2 職員厚生関係 1

勤務 2 資料閲覧 1

その他 11 手続き 1

草刈り機の借用 1

（団体アンケート） 最近行っていない 1

仕事の関係 8

研修 1

議会関係 1
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問4．市庁舎を利用して困ったこと、不便に感じたことは何ですか。（あてはまるも

の全てに○） 
 

・３つのアンケートで共通して割合が高いのは「用件先がどこにあるか分かりに

くい」、「建物内が暗い」、「エレベーターが少ないなど、高齢者や障害者等が移動

しにくい」、「駐車場が足りない・使いにくい」である。 

・「地震など災害に対する安全性に不安がある」は、インターネットアンケート及

び団体アンケートで割合が高く、それぞれ 43.1％、54.8％となっている。 

 

■市庁舎の利用で困ったこと、不便に感じたこと【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.1%

47.2%

45.0%

44.5%

34.4%

25.4%

24.8%

24.5%

11.2%

8.6%

7.2%

5.4%

0.7%

4.1%

9.1%

2.0%

65.0%

49.9%

59.0%

58.0%

42.6%

43.1%

30.9%

30.6%

22.8%

23.4%

26.1%

8.3%

0.6%

3.9%

5.0%

0.6%

52.4%

52.4%

59.5%

45.2%

35.7%

54.8%

33.3%

31.0%

26.2%

23.8%

16.7%

14.3%

2.4%

7.1%

9.5%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

用件先がどこにあるか分かりにくい

建物内が暗い

エレベーターが少ないなど、高齢者や障害者等が移

動しにくい

駐車場が足りない・使いにくい

複数の窓口を利用する際、距離が遠い

地震など災害に対する安全性に不安がある

トイレが使いづらい、多目的トイレが少ない

廊下、階段、ロビー等が狭く感じる

プライバシーに配慮した相談場所が少ない

子連れに配慮した設備（授乳室等）やスペースが十

分でない

空調の効きが悪い（暑い、寒い）

駐輪場が足りない・使いにくい

市庁舎を利用したことがない

その他

特に問題を感じていない

不詳

市民アンケート（1,032）

ネットアンケート（517）

団体アンケート（42）
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■集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

数 割合 数 割合 数 割合

回答者総数 1,032 517 42

１．用件先がどこにあるか分かりに
くい

527 51.1% 336 65.0% 22 52.4%

2．複数の窓口を利用する際、距離が
遠い

355 34.4% 220 42.6% 15 35.7%

3．プライバシーに配慮した相談場所
が少ない

116 11.2% 118 22.8% 11 26.2%

4．廊下、階段、ロビー等が狭く感じ
る

253 24.5% 158 30.6% 13 31.0%

5．エレベーターが少ないなど、高齢
者や障害者等が移動しにくい

464 45.0% 305 59.0% 25 59.5%

6．地震など災害に対する安全性に不
安がある

262 25.4% 223 43.1% 23 54.8%

7 ．子連れに配慮した設備（授乳室
等）やスペースが十分でない

89 8.6% 121 23.4% 10 23.8%

8．建物内が暗い 487 47.2% 258 49.9% 22 52.4%

9．トイレが使いづらい、多目的トイ
レが少ない

256 24.8% 160 30.9% 14 33.3%

10．空調の効きが悪い（暑い、寒
い）

74 7.2% 135 26.1% 7 16.7%

11．駐車場が足りない・使いにくい 459 44.5% 300 58.0% 19 45.2%

12．駐輪場が足りない・使いにくい 56 5.4% 43 8.3% 6 14.3%

13．特に問題を感じていない 94 9.1% 26 5.0% 4 9.5%

14．市庁舎を利用したことがない 7 0.7% 3 0.6% 1 2.4%

15．その他 42 4.1% 20 3.9% 3 7.1%

不詳 21 2.0% 3 0.6% 0 0.0%

市民ｱﾝｹｰﾄ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ

団体ｱﾝｹｰﾄ
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■「その他」の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（市民アンケート）

迷路みたい、わかりにくい 7

駐車場が使いにくい 6

階段が急 4

職員の対応が悪い 4

特になし 3

暗い 2

身体が不自由な人には使いにくい、段差が多い 2

エレベーターが使いにくい 2

バス停まで遠い 1

清潔感がない 1

庁舎内の統一性がない 1

床が滑りやすい 1

イスが少ない 1

待ち時間が長い 1

日曜に開いていない 1

満足している 1

わからない 1

食堂利用者も駐車券を発行してほしい 1

最近は家族がいく 1

（ネットアンケート）

階段が急 3

駐車場が使いにくい 3

狭い 2

暗い 2

使いにくい 1

WiFiがない 1

市民サービスの質が低い 1

温水便座が無い 1

会議室が足りない 1

床が滑りやすい 1

職員の勤務態度が悪い 1

開館時間が短い 1

個人情報の保護が課題 1

その他 1

（団体アンケート）

総合案内の場所が悪い 2

移動しにくい 2

雑然としている 1
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問5．市庁舎に求めるものを次の中から選んでください。（○は３つ以内） 
 

・市民アンケートとインターネットアンケートで最も割合が高いのは「各種手続

きなどを一つのフロアで済ませることができ、用件先までの行き方が分かりやす

く、移動しやすいこと」で、それぞれ 59.1％、58.4％である。 

・団体アンケートで最も割合が高いのは「大きな地震が発生した際に、災害対応

の拠点となる庁舎の耐震性能が確保されていること」で 78.6％となっている。 

 

 

■市庁舎に求めるもの【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

59.1%

46.0%

44.7%

37.6%

24.6%

13.8%

10.2%

2.2%

6.2%

58.4%

55.9%

44.1%

44.1%

25.7%

17.8%

13.5%

3.5%

1.0%

66.7%

78.6%

54.8%

35.7%

19.0%

9.5%

4.8%

2.4%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

各種手続きなどを一つのフロアで済ませることができ、

用件先までの行き方が分かりやすく、移動しやすいこと

大きな地震が発生した際に、災害対応の拠点となる庁

舎の耐震性能が確保されていること

エレベーターが複数設置されているなど、バリアフリー

化され高齢者や障害者等にも利用しやすいこと

駐車場が安全で、利用しやすいこと（駐車スペースが広

い、場内の行き来がしやすい等）

古くなった建物や設備が更新され、使い勝手や省エネ

等の性能が向上すること

窓口や相談スペースにゆとりを持つなど、市民サービ

スを効率的に提供できる環境が整っていること

相談窓口と待合スペースに一定の距離を設けるなど、

来庁者のプライバシーが確保されていること

その他

不詳

市民アンケート（1,032）

ネットアンケート（517）

団体アンケート（42）
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■集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

数 割合 数 割合 数 割合

回答者総数 1,032 517 42

1．大きな地震が発生した際に、災害
対応の拠点となる庁舎の耐震性能が
確保されていること

475 46.0% 289 55.9% 33 78.6%

2．古くなった建物や設備が更新さ
れ、使い勝手や省エネ等の性能が向
上すること

254 24.6% 133 25.7% 8 19.0%

3．各種手続きなどを一つのフロアで
済ませることができ、用件先までの
行き方が分かりやすく、移動しやす
いこと

610 59.1% 302 58.4% 28 66.7%

4．相談窓口と待合スペースに一定の
距離を設けるなど、来庁者のプライ
バシーが確保されていること

105 10.2% 70 13.5% 2 4.8%

5．エレベーターが複数設置されてい
るなど、バリアフリー化され高齢者
や障害者等にも利用しやすいこと

461 44.7% 228 44.1% 23 54.8%

6．駐車場が安全で、利用しやすいこ
と（駐車スペースが広い、場内の行
き来がしやすい等）

388 37.6% 228 44.1% 15 35.7%

7．窓口や相談スペースにゆとりを持
つなど、市民サービスを効率的に提
供できる環境が整っていること

142 13.8% 92 17.8% 4 9.5%

8．その他 23 2.2% 18 3.5% 0 0.0%

不詳 64 6.2% 5 1.0% 1 2.4%

市民ｱﾝｹｰﾄ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ

団体ｱﾝｹｰﾄ
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■「その他」の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（市民アンケート）

駐車場の誘導、使いやすさの向上 4

歴史的建物としての保存 4

今のままでよい 3

耐震性 1

快適な設備 1

ソフト面のサービス向上 1

バリアフリー化・階段上り下りの解消 1

IT化・セキュリティ強化 1

案内機能の充実 1

選択肢2,7以外は当たり前ではないのか 1

選択肢全部求める 1

耐震強度は誰が測定したのか明確にしてほしい 1

特にない 1

（ネットアンケート）

誇りと愛着のあるシンボル、ランドマーク 2

歴史的荘厳さ 2

今のままでよい 2

災害時に人命を守ること 1

明るい空間 1

建て替え 1

コンパクト化、分散化 1

コミュニティ空間 1

タッチパネルの案内板 1

使い勝手のよさ 1

働きやすさ 1

職員の真心のある対応 1

無駄な経費をつかわないこと 1

アンケートの内容が誘導的 1

（団体アンケート）

特に無し －
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問6．市庁舎にあった方がよいと思う機能に○を付けてください。（○は３つ以内） 
 

・３つのアンケートで共通して最も割合が高いのは「災害発生時の避難場所とし

ての機能」で、市民が 51.9％、インターネットが 44.1％、団体が 61.9％である。 

・次いで割合が高いのは「地域の観光情報や特産品等を提供する情報発信機能」、

「イベント等が実施できる広場機能」であるが、市民アンケートと比較して、イ

ンターネットアンケートや団体アンケートで割合が高い。 

・来庁頻度が多い団体アンケートをみると、他のアンケートと比較して「地域の

会議やサークル活動等に利用できる集会機能」の割合が高い。 

・一方、「現在の機能のままでよい（特に新たな機能を付加する必要はない）」と

答えた割合は、いずれも 30％近くになった。 

 

■市庁舎にあった方がよい機能【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.9%

27.6%

17.7%

17.2%

8.8%

2.2%

29.8%

6.6%

44.1%

34.8%

35.4%

17.0%

13.3%

2.7%

28.8%

2.7%

61.9%

54.8%

28.6%

38.1%

7.1%

4.8%

26.2%

2.4%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

災害発生時の避難場所としての機能

地域の観光情報や特産品等を

提供する情報発信機能

イベント等が実施できる広場機能

地域の会議やサークル活動等に

利用できる集会機能

宿泊施設や店舗等、民間のサービス機能

その他

現在の機能のままでよい

（特に新たな機能を付加する必要はない）

不詳

市民アンケート（1,032）

ネットアンケート（517）

団体アンケート（42）
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■集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「その他」の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

数 割合 数 割合 数 割合

回答者総数 1,032 517 42

1．災害発生時の避難場所としての機
能

536 51.9% 228 44.1% 26 61.9%

2．地域の会議やサークル活動等に利
用できる集会機能

177 17.2% 88 17.0% 16 38.1%

3．イベント等が実施できる広場機能 183 17.7% 183 35.4% 12 28.6%

4．地域の観光情報や特産品等を提供
する情報発信機能

285 27.6% 180 34.8% 23 54.8%

5．宿泊施設や店舗等、民間のサービ
ス機能

91 8.8% 69 13.3% 3 7.1%

6．現在の機能のままでよい（特に新
たな機能を付加する必要はない）

308 29.8% 149 28.8% 11 26.2%

7．その他 23 2.2% 14 2.7% 2 4.8%

不詳 68 6.6% 14 2.7% 1 2.4%

市民ｱﾝｹｰﾄ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ

団体ｱﾝｹｰﾄ

（市民アンケート） （ネットアンケート）

必要最小限、シンプルでよい 5 施設の集約化、コンパクト化 3

部署・機能がわかる案内 2 食堂 3

わかりやすい受付 1 歴史を感じさせる意匠 2

充分な備蓄倉庫 1 図書館 1

エネルギーをつくる施設 1 会議室・大会議室 1

フードスペースやカフェ等 1 災害対応拠点 1

情報展示スペース 1

ソフト面の充実 1

ふるさと納税関連 1 災害時も自給自足できる設備 1

IT・ｾｷｭﾘﾃｨ対策のための機能 1 潤いと緑の空間 1

資料を保存するための設備 1 コンビニ 1

ATM 1 観光発信をする機能 1

他施設との連携強化 1 アオーレ長岡のような感じ 1

行動しやすい施設 1 無駄なものはいらない 1

循環バス 1 アンケートの内容が誘導的 1

付加する必要はない 1

何のための設問か 1

（団体アンケート）

IT化による合理化 1

変化に合わせて変化できる融通の
利く空間

1
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問 7．市庁舎の整備手法（改修、建替え）を決定するにあたり、重要だと思う視点

に○を付けてください。（○は２つ以内） 
 

・３つのアンケートで共通して最も割合が高いのは「市民が利用しやすくなるこ

と」で、市民が 72.6％、インターネットが 78.9％、団体が 92.9％である。 

・次いで割合が高いのは、市民アンケートと団体アンケートでは「整備に要する

市民の負担が少ないこと」、インターネットアンケートでは「整備後にできるだ

け長い期間使用できること」となっている。 

 

■市庁舎の整備手法決定で重要と思う視点【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72.6%

60.4%

26.0%

6.4%

2.0%

5.2%

78.9%

39.1%

39.5%

7.9%

2.7%

1.7%

92.9%

59.5%

31.0%

2.4%

2.4%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市民が利用しやすくなること

整備に要する市民の負担が少ないこと

整備後にできるだけ長い期間使用できること

整備に要する期間（事業期間）が短いこと

その他

不詳

市民アンケート（1,032）

ネットアンケート（517）

団体アンケート（42）

数 割合 数 割合 数 割合

回答者総数 1,032 517 42

1．市民が利用しやすくなること 749 72.6% 408 78.9% 39 92.9%

2．整備に要する市民の負担が少ない
こと

623 60.4% 202 39.1% 25 59.5%

3．整備に要する期間（事業期間）が
短いこと

66 6.4% 41 7.9% 0 0.0%

4．整備後にできるだけ長い期間使用
できること

268 26.0% 204 39.5% 13 31.0%

5．その他 21 2.0% 14 2.7% 1 2.4%

不詳 54 5.2% 9 1.7% 1 2.4%

市民ｱﾝｹｰﾄ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ

団体ｱﾝｹｰﾄ
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■「その他」の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（市民アンケート）

歴史的建造物の保存 3

市の財政状況に合った手法の選択 3

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化や駐車場の整備等利用しやすい施設にすること 3

市民の負担軽減 2

シンボル的建物になること 2

情報の公開 1

市民のために費用を使うこと 1

今のままでいい 1

長期的観点 1

工法 1

もう決まったことですか 1

（ネットアンケート）

早く建て替えるべき 1

周辺地域の活性化への貢献 1

交通利便性の向上 1

旧市街地の発展 1

道路の整備 1

歴史的建物として活用 1

今のままでよい 1

費用をかけないこと 1

市のシンボルとしての外観 1

使いやすい内観 1

（団体アンケート）

歴史的な財産としての価値づけ 1
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問8．本館について、「改修して、維持したい」と思いますか、それとも「建て替え

てもよい」と思いますか。（○は１つ） 
 

・３つのアンケートとも「建て替えてもよい」の割合が「改修して、維持したい」

よりも高く、市民が 57.5％、インターネットが 73.1％、団体が 69.0％である。 

 

 

■本館の整備手法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.1%

26.1%

26.2%

57.5%

73.1%

69.0%

7.5%

0.8%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート

（1,032）

ネットアンケート

（517）

団体アンケート

（42）

改修して、維持したい 建て替えてもよい 不詳

数 割合 数 割合 数 割合

回答者総数 1,032 100.0% 517 100.0% 42 100.0%

1．改修して、維持したい 362 35.1% 135 26.1% 11 26.2%

2．建て替えてもよい 593 57.5% 378 73.1% 29 69.0%

不詳 77 7.5% 4 0.8% 2 4.8%

市民ｱﾝｹｰﾄ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ

団体ｱﾝｹｰﾄ
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問 8-1．問８で「１」を選んだ理由として、最も近いものに○を付けてください。

（○は１つ） 
 

問 8-2．問８で「２」を選んだ理由として、最も近いものに○を付けてください。

（○は１つ） 
 

・「改修して、維持したい」を選んだ理由で最も割合が高いのは、市民アンケート

とインターネットアンケートは「歴史的価値が高いと思うから」で、団体アンケ

ートは「まちのシンボルだと思うから」となっている。 

・「建て替えてもよい」を選んだ理由で最も割合が高いのは、３つのアンケートと

も「建て替えると庁舎の機能（防災拠点やバリアフリー化等）が向上すると思う

から」となっており、特に団体とインターネットで割合が高い。 

 

 

■問８で「１」または「２」を選んだ理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.1%

14.5%

11.9%

7.8%

7.5%

14.3%

9.0%

2.7%

0.9%

0.6%
1.4%

0.8%

26.2%

43.5%

50.0%

5.8%

8.1%

2.4%

21.0%

18.6%

9.5%

2.2%
2.7%

2.4%

2.2%

0.2%

4.8%

7.5%

0.8%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート

（1,032）

ネットアンケート

（517）

団体アンケート

（42）

歴史的価値が高いと思うから

まちのシンボルだと思うから

改修の方が、整備費用が安いと思うから

その他

理由不詳（改修）

建て替えると庁舎の機能（防災拠点やバリアフリー化等）が向上すると思うから

新しい庁舎になれば、まちのイメージを変えることができると思うから

建替えの方が、今後の改修・維持管理費用が安いと思うから

その他

理由不詳（建替）

不詳（問8）

改
修
・
維
持

建
て
替
え

改修して、維持したい 建て替えてもよい
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■集計表（問 8-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「その他」の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

数 割合 数 割合 数 割合

回答者総数 362 35.1% 135 26.1% 11 26.2%

1．歴史的価値が高いと思うから 166 16.1% 75 14.5% 5 11.9%

2．まちのシンボルだと思うから 80 7.8% 39 7.5% 6 14.3%

3．改修の方が、整備費用が安いと思
うから

93 9.0% 14 2.7% 0 0.0%

4．その他 9 0.9% 3 0.6% 0 0.0%

不詳 14 1.4% 4 0.8% 0 0.0%

市民ｱﾝｹｰﾄ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ

団体ｱﾝｹｰﾄ

（市民アンケート）

人口が減少しているから 3

お金の無駄だから 2

市民に負担がかからないようにするため 1

市役所の在り方を考えたから 1

歴史的建物を残したいから 1

周辺環境が建替えに不適切だから 1

コンパクトに考えてほしいから 1

（ネットアンケート）

改修して使い勝手の良い庁舎にしてほしいから 1

公共施設の集約化が必要だから 1

その他 2

（団体アンケート）

特に無し －
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■集計表（問 8-2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■その他の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

数 割合 数 割合 数 割合

回答者総数 593 57.5% 378 73.1% 29 69.0%

1．建て替えると庁舎の機能（防災拠
点やバリアフリー化等）が向上する
と思うから

270 26.2% 225 43.5% 21 50.0%

2．新しい庁舎になれば、まちのイ
メージを変えることができると思う
から

60 5.8% 42 8.1% 1 2.4%

3．建替えの方が、今後の改修・維持
管理費用が安いと思うから

217 21.0% 96 18.6% 4 9.5%

4．その他 23 2.2% 14 2.7% 1 2.4%

不詳 23 2.2% 1 0.2% 2 4.8%

市民ｱﾝｹｰﾄ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ

団体ｱﾝｹｰﾄ

（市民アンケート） （ネットアンケート）

機能の集約化・充実・効率化等のため 5 歴史的建物は別に残したい 4

耐震性確保のため 3 維持費を安くするため 2

新しい方が明るくなり、快適だから 3

駐車場を使いやすくするため 2

利便性を向上させるため 2 形あるものいつかは壊れるから 1

バリアフリー化のため 2 長く使うため 1

災害時に対応するため 1 使いやすく明るい建物にしたいから 1

土地を売却して建替え費用を得るため 1 ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの建物にしたいから 1

改修では使いやすくならないと思うため 1 災害対策 1

維持費軽減のため 1 コンパクトな施設でいいと思うから 1

階数を低くできるから 1 庁舎で働く人の命を守ることが大切だから 1

今の建物はちがう使い方などできないか 1 施設の集約化ができるから 1

玄関部分をモニュメントとして保存 1 玉名市役所みたいに 1

全て、そもそも古すぎる 1 本館がどこを言うのかわからない 1

シンボルとして何等かを残して欲しい 1 こだわりは捨てるべき 1

安心して相談できるスペースがほしい 1

一部デザインを取り入れた建替え 1

シンボルを保つ 1

管理物件が増えているのにはおどろく 1

（団体アンケート）

人口減少にて、IT化を促進すれば本
館、新館は不要

1

市役所に求められる機能と役割が昔と
大きく変わったから

1
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問 9．建て替える場合は、市民サービスを継続するために仮庁舎を設置する場合が

あります。設置には一定の費用が必要となりますが、現在地も建設場所の候

補地となります。 

   「仮庁舎の設置」について、どのように考えますか。（○は１つ） 
 

・３つのアンケートとも「必要であれば設置もやむをえない」の割合が最も高く、

市民が 60.5％、インターネットが 56.5％、団体が 66.7％である。 

・「必要であれば設置もやむをえない」と「設置してよい」を合計すると、市民は

76.2％、インターネットは 76.4％、団体は 78.6％と高い割合を占める。 

 

 

 

■「仮庁舎の設置」に対する考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■集計表 

 

 

  

15.7%

19.9%

11.9%

60.5%

56.5%

66.7%

13.0%

13.7%

16.7%

5.4%

7.0%

4.8%

5.4%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート

（1,032）

ネットアンケート

（517）

団体アンケート

（42）

設置してよい 必要であれば設置もやむをえない

できるだけ設置は避けるべきだ 設置すべきでない

不詳

数 割合 数 割合 数 割合

回答者総数 1,032 100.0% 517 100.0% 42 100.0%

1．設置してもよい 162 15.7% 103 19.9% 5 11.9%

2．必要であれば設置もやむをえない 624 60.5% 292 56.5% 28 66.7%

3．できるだけ設置は避けるべきだ 134 13.0% 71 13.7% 7 16.7%

4．設置すべきではない 56 5.4% 36 7.0% 2 4.8%

不詳 56 5.4% 15 2.9% 0 0.0%

市民ｱﾝｹｰﾄ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ

団体ｱﾝｹｰﾄ
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問10．建て替える場合の建設場所を決めるにあたり、「公共交通の利便性（電車・

バスなど）の確保」は重要だと思いますか。（○は１つ） 
 

・３つのアンケートとも「重要」の割合が最も高く、市民が 59.1％、インターネ

ットが 68.7％、団体が 71.4％とである。 

・「重要」と「やや重要」を合計すると、市民は 85.9％、インターネットは 90.8％、

団体は 97.6％と非常に高い割合を占める。 

 

 

 

 

 

■「公共交通の利便性」に対する考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■集計表 

 

 

 

 

  

数 割合 数 割合 数 割合

回答者総数 1,032 100.0% 517 100.0% 42 100.0%

1．重要 610 59.1% 355 68.7% 30 71.4%

2．やや重要 277 26.8% 114 22.1% 11 26.2%

3．あまり重要ではない 82 7.9% 22 4.3% 1 2.4%

4．重要ではない 21 2.0% 7 1.4% 0 0.0%

不詳 42 4.1% 19 3.7% 0 0.0%

市民ｱﾝｹｰﾄ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ

団体ｱﾝｹｰﾄ

59.1%

68.7%

71.4%

26.8%

22.1%

26.2%

7.9%

4.3%

2.4%

2.0%

1.4%
4.1%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート

（1,032）

ネットアンケート

（517）

団体アンケート

（42）

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 不詳
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問11．現在の市庁舎は、国道沿いで駅前の目に付きやすい場所にあります。 

   建て替える場合の建設場所を決めるにあたり、大通りや駅前などの「分かり

やすい場所であること」は重要だと思いますか。（○は１つ） 
 

・最も割合が高いのは、市民アンケートとインターネットアンケートは「重要」

で、それぞれ 45.8％、45.5％である。団体アンケートは「やや重要」で 50.0％

となっている。 

・「重要」と「やや重要」を合計すると、市民は 73.1％、インターネットは 77.0％、

団体は 88.1％と高い割合を占める。 

 

 

■「分かりやすい場所であること」に対する考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■集計表 

 

 

 

 

 

  

45.8%

45.5%

38.1%

27.3%

31.5%

50.0%

18.5%

14.5%

11.9%

3.9%

5.2%

4.5%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート

（1,032）

ネットアンケート

（517）

団体アンケート

（42）

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 不詳

数 割合 数 割合 数 割合

回答者総数 1,032 100.0% 517 100.0% 42 100.0%

1．重要 473 45.8% 235 45.5% 16 38.1%

2．やや重要 282 27.3% 163 31.5% 21 50.0%

3．あまり重要ではない 191 18.5% 75 14.5% 5 11.9%

4．重要ではない 40 3.9% 27 5.2% 0 0.0%

不詳 46 4.5% 17 3.3% 0 0.0%

市民ｱﾝｹｰﾄ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ

団体ｱﾝｹｰﾄ
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問12．建設場所として既存の市有地を活用する場合、建設候補地は限られますが、

土地の取得のための時間と費用が抑えられることが期待できます。 

   「既存の市有地を活用すること」は必要だと思いますか。（○は１つ） 
 

・３つのアンケートとも「必要」の割合が最も高く、市民が 60.3％、インターネ

ットが 46.8％、団体が 66.7％である。 

・「必要」と「やや必要」を合計すると、市民は 87.4％、インターネットは 83.6％、

団体は 95.3％と非常に高い割合を占める。 

 

 

 

■「既存の市有地を活用すること」に対する考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■集計表 

 

 

 

 

  

60.3%

46.8%

66.7%

27.1%

36.8%

28.6%

5.8%

8.7%

4.8%

1.6%

3.5%

5.2%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート

（1,032）

ネットアンケート

（517）

団体アンケート

（42）

必要 やや必要 あまり必要ではない 必要ではない 不詳

数 割合 数 割合 数 割合

回答者総数 1,032 100.0% 517 100.0% 42 100.0%

1．必要 622 60.3% 242 46.8% 28 66.7%

2．やや必要 280 27.1% 190 36.8% 12 28.6%

3．あまり必要ではない 60 5.8% 45 8.7% 2 4.8%

4．必要ではない 16 1.6% 18 3.5% 0 0.0%

不詳 54 5.2% 22 4.3% 0 0.0%

市民ｱﾝｹｰﾄ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ

団体ｱﾝｹｰﾄ
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問 13．建設場所として街なかや商業施設付近の土地を新規に取得する場合、土地

の取得に時間と費用が必要となります。その一方で、既存の市有地に限定す

る場合に比べ、新たなまちづくりの可能性が広がります。 

   新規に土地を取得してもよいと思いますか。（○は１つ） 
 

・最も割合が高いのは、市民アンケートと団体アンケートは「取得しない方がい

い」で、それぞれ 49.3％、57.1％である。一方、インターネットアンケートは「取

得してもよい」で 42.4％となっている。 

・「取得しない方がいい」と「取得すべきでない」を合計すると、市民は 65.1％、

インターネットは 46.2％、団体は 69.0％と、インターネットのみ 5 割を下回っ

ている。 

 

 

■「新規に土地を取得すること」に対する考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■集計表 

 

 

 

  

数 割合 数 割合 数 割合

回答者総数 1,032 100.0% 517 100.0% 42 100.0%

1．取得すべきだ 30 2.9% 44 8.5% 0 0.0%

2．取得してもよい 253 24.5% 219 42.4% 11 26.2%

3．取得しない方がいい 509 49.3% 155 30.0% 24 57.1%

4．取得すべきでない 163 15.8% 84 16.2% 5 11.9%

不詳 77 7.5% 15 2.9% 2 4.8%

市民ｱﾝｹｰﾄ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ

団体ｱﾝｹｰﾄ

2.9%

8.5%

24.5%

42.4%

26.2%

49.3%

30.0%

57.1%

15.8%

16.2%

11.9%

7.5%

2.9%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート

（1,032）

ネットアンケート

（517）

団体アンケート

（42）

取得すべきだ 取得してもよい 取得しない方がいい

取得すべきでない 不詳
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問14．問１３で「１」または「２」に○を付けた方にお尋ねします。 

   市が新規に土地を取得する場合、適切と思う場所について、具体的なご提案

があれば、記入してください。（自由記述） 
 

・市民アンケートで多いのは「新栄町周辺」、「交通の便が良い場所」、「イオン周

辺」である。 

・インターネットアンケートで多いのは「新栄町周辺」、「大牟田駅周辺」、「交通

の便が良い場所」、「新大牟田駅周辺」である。 

 

 

 

■市が新規に土地を取得する場合に適切と思う場所【自由記述】 
 

○市民アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

○インターネットアンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○団体アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

※自由記述の中で学校等の市有地を記載した回答は集計対象外とした 

問１３で１ま

たは２と回

答

諏

訪

公

園

付

近

大

牟

田

駅

周

辺

新

大

牟

田

駅

周

辺

新

栄

町

周

辺

文

化

会

館

周

辺

イ

オ

ン

周

辺

ゆ

め

タ

ウ

ン

周

辺

合

同

庁

舎

周

辺

現

所

在

地

周

辺

人

が

集

ま

る

場

所

交

通

の

便

が

良

い

場

所

駐

車

場

が

確

保

で

き

る

場

所

そ

の

他

63 1 5 4 22 1 10 5 1 7 1 17 7 12
100.0% 1.6% 7.9% 6.3% 34.9% 1.6% 15.9% 7.9% 1.6% 11.1% 1.6% 27.0% 11.1% 19.0%

総数

問１３で１ま
たは２と回

答

諏

訪

公

園

付

近

大

牟

田

駅

周

辺

新

大

牟

田

駅

周

辺

新

栄

町

周

辺

文

化

会

館

周

辺

イ

オ

ン

周

辺

ゆ

め

タ

ウ

ン

周

辺

合

同

庁

舎

周

辺

現

所

在

地

周

辺

人

が

集

ま

る

場

所

交

通

の

便

が

良

い

場

所

駐

車

場

が

確

保

で

き

る

場

所 そ

の

他

92 14 10 41 9 5 6 1 11 4 23
100.0% 15.2% 10.9% 44.6% 9.8% 5.4% 6.5% 1.1% 12.0% 4.3% 25.0%

総数

問１３で１ま

たは２と回答

諏

訪

公

園

付

近

大

牟

田

駅

周

辺

新

大

牟

田

駅

周

辺

新

栄

町

周

辺

文

化

会

館

周

辺

イ

オ

ン

周

辺

ゆ

め

タ

ウ

ン

周

辺

合

同

庁

舎

周

辺

現

所

在

地

周

辺

人

が

集

ま

る

場

所

交

通

の

便

が

良

い

場

所

駐

車

場

が

確

保

で

き

る

場

所

そ

の

他

2 1 1

100.0% 50.0% 50.0%

総数
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問 15．市庁舎の建設場所を検討するにあたって考慮すること（問９～問１３）の

中から、重要と思うものに○をつけてください。（○は２つ以内） 
 

・市民アンケートで最も割合が高いのは「既存の市有地を活用し、土地の取得に

係る時間と費用を抑えること」で 53.3％、次いで、「公共交通の利便性を確保し、

行きやすいこと」が 51.3％となっている。一方、インターネットアンケートと

団体アンケートで最も割合が高いのは「公共交通の利便性を確保し、行きやすい

こと」で、それぞれ 68.9％、73.8％である。 

 

■建設場所の検討で考慮すべきこと【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.3%

51.3%

22.1%

15.2%

3.5%

14.1%

39.7%

68.9%

33.8%

13.5%

13.5%

2.5%

54.8%

73.8%

26.2%

9.5%

2.4%

7.1%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

既存の市有地を活用し、土地の取得に係る時間と費用

を抑えること

公共交通の利便性を確保し、行きやすいこと

大通りや駅前などの目立つ場所に立地し、場所が分か

りやすいこと

仮庁舎を設置せずに建て替えること

新たなまちづくりの可能性を広げるため、新規に土地

を取得すること

不詳

市民アンケート（1,032）

ネットアンケート（517）

団体アンケート（42）

数 割合 数 割合 数 割合

回答者総数 1,032 517 42

1．仮庁舎を設置せずに建て替えるこ
と（問９）

157 15.2% 70 13.5% 4 9.5%

2．公共交通の利便性を確保し、行き
やすいこと（問１０）

529 51.3% 356 68.9% 31 73.8%

3．大通りや駅前などの目立つ場所に
立地し、場所が分かりやすいこと
（問１１）

228 22.1% 175 33.8% 11 26.2%

4．既存の市有地を活用し、土地の取
得に係る時間と費用を抑えること
（問１２）

550 53.3% 205 39.7% 23 54.8%

5．新たなまちづくりの可能性を広げ
るため、新規に土地を取得すること
（問１３）

36 3.5% 70 13.5% 1 2.4%

不詳 145 14.1% 13 2.5% 3 7.1%

市民ｱﾝｹｰﾄ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｱﾝｹｰﾄ

団体ｱﾝｹｰﾄ
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問19．市庁舎の整備について、ご意見のある方は自由に記入してください。 
 

①市民アンケート 

・市民アンケートでは、延べ 488 件の意見の記入があった。 

・「バリアフリー化」、「明るく、使いやすい庁舎」、「使いやすい駐車場」等の「庁

舎に求められる機能」に関する意見が延べ 188 件だった。 

・「本館を歴史的建物、シンボルとして維持するべき」「建て替えるべき」等の「整

備手法（本館の取扱いを含む）」に関する意見が延べ 143 件だった。 

・「交通の便がよい方がいい」「今の場所がよい」等の「建替えの際の建設場所」

に関する意見が延べ 69 件だった。 

・その他、「大牟田のまちづくりについて」、「アンケートについて」などの意見が

延べ 88 件だった。 

 

 

○市民アンケート（延べ 488 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４件以下の内容については、各項目、「その他、○○について」に分類した。  

１．庁舎に求められる機能について 188

バリアフリー化 42

明るく、使いやすい庁舎 29

使いやすい駐車場 28

コンパクトな庁舎 15

機能を一ヶ所に集めるべき 13

災害時に拠点として機能する庁舎 11

人口規模、財政状況に合った庁舎 7

シンボルとなる庁舎 7

その他、機能について 36

２．整備手法（本館の取扱いを含む）について 143

本館を歴史的建物、シンボルとして維持するべき 48

建替えるべき 33

建設費用を抑えるべき 30

モデルケースに対しての意見 23

その他、整備手法について 9

３．建替えの際の建設場所について 69

交通の便がよい方がいい 14

今の場所がよい 10

学校跡地を活用するべき 9

公園に新設するべき 7

その他、建設場所について 29

４．その他 88

大牟田市のまちづくりについて 26

アンケートについて 13

市職員について 10

市民の意見を聴くべき 5

その他 34
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②インターネットアンケート 

・インターネットアンケートでは、延べ 217 件の意見の記入があった。 

・「明るく、使いやすい庁舎」、「使いやすい駐車場」、「バリアフリー化」等、「庁

舎に求められる機能について」の意見が延べ 65 件だった。 

・「本館を歴史的建物、シンボルとして維持するべき」、「建替えるべき」、「建設費

用を抑えるべき」等、「整備手法（本館の取扱いを含む）について」の意見が延

べ 79 件だった。 

・「今の場所がよい」、「学校跡地を活用するべき」、「公園に新設するべき」等、「建

替えの際の建設場所について」の意見が延べ 33 件だった。 

・その他、「早く決定、実行するべき」、「大牟田市のまちづくりについて」等の意

見が延べ 40 件だった。 

 

○ネットアンケート（延べ 217 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４件以下の内容については、各項目、「その他、○○について」に分類した。 

 

③団体アンケート 

・団体アンケートでは、延べ 53 件の意見の記入があった。 

・「庁舎に求められる機能について」の意見が 23 件、「整備手法（本館の取扱いを

含む）について」の意見が 11 件、「建替えの際の建設場所について」の意見が 7

件、その他の意見が 12 件出された。 

 

○団体アンケート（延べ 53 件） 

 

 

 

 

１．庁舎に求められる機能について 65
明るく、使いやすい庁舎 14
使いやすい駐車場 12
バリアフリー化 8
その他、機能について 31

２．整備手法（本館の取扱いを含む）について 79

本館を歴史的建物、シンボルとして維持するべき 37
建替えるべき 19
建設費用を抑えるべき 9
その他、整備手法について 14

３．建替えの際の建設場所について 33
今の場所がよい 8
学校跡地を活用するべき 6
公園に新設するべき 6
その他、建設場所について 13

４．その他 40
大牟田市のまちづくりについて 9
アンケートについて 8
早く決定、実行するべき 7
その他 16

１．庁舎に求められる機能について 23

２．整備手法（本館の取扱いを含む）について 11

３．建替えの際の建設場所について 7

４．その他 12
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３ 市民アンケート調査結果 
  

（１）来庁頻度 

問１．過去３年の間、どのくらいの頻度で、市庁舎に訪れていますか。（○は１つ） 
 

・最も割合が高いのは「数か月に 1 回程度」で 40.5％、次いで「年に 1 回程度」

が 27.4％となっている。 

・性別にみると、最も割合が高いのは男性・女性とも「数か月に 1 回程度」で、

それぞれ 38.7％、41.3％である。来庁頻度は、性別に関係なく概ね同じ傾向がみ

られる。 

・年代別にみると、最も割合が高いのはいずれの年代も「数か月に 1 回程度」で

ある。高年齢になるにつれ、「月に 1 回程度」よりも多く来庁する傾向がみられ

る。 

 

 

 

■過去３年間の来庁頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0%

1.9%

0.3%

0.7%

1.5%

0.9%

1.5%

2.4%

0.8%

1.1%

1.9%

8.8%

8.3%

8.7%

4.3%

7.3%

10.1%

40.5%

38.7%

41.3%

43.2%

43.2%

39.5%

27.4%

27.5%

28.0%

24.5%

28.2%

27.5%

19.2%

19.7%

19.3%

27.3%

17.2%

18.1%

1.6%

1.6%

1.5%

1.5%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート

（1,032）

男性

（375）

女性

（596）

18～39歳

（139）

40～59歳

（273）

60歳以上

（585）

週に１回より多い 週に１回程度 月に１回程度

数か月に１回程度 年に１回程度 年に１回より少ない

不詳

性
別

年
代
別
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（２）交通手段 

問2．市庁舎に訪れる場合の主な交通手段は何ですか。（○は１つ） 
 

・最も割合が高いのは「自家用車」で 73.7％、次いで「バス」が 8.4％となってい

る。 

・性別にみると、最も割合が高いのは男性・女性とも「自家用車」で、それぞれ

75.5％、73.7％である。交通手段は、性別に関係なく概ね同じ傾向がみられる。 

 

 

■来庁する場合の主な交通手段（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「その他」の回答は、P6 参照。 

73.7%

8.4%

0.7%

6.0%

3.0%

3.7%

1.6%

0.7%

2.1%

75.5%

5.6%

0.5%

6.9%

4.3%

3.7%

1.1%

0.8%

1.6%

73.7%

9.7%

0.7%

5.5%

2.3%

3.2%

1.8%

0.7%

2.3%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自家用車

（家族の送迎含む）

バス

電車（ＪＲ・西鉄）

自転車

バイク

徒歩

タクシー

その他

不詳

市民アンケート（1,032）

男性（375）

女性（596）
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・年代別にみると、最も割合が高いのはいずれの年代も「自家用車」である。 

・「60 歳以上」は他の年代よりも「自家用車」の割合（65.6％）が低く、「バス」

の割合（12.1％）が高い。 

 

 

■来庁する場合の主な交通手段（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「その他」の回答は、P6 参照。 

  

78.1%

30.4%

29.3%

20.3%

27.0%

0.9%

1.4%

79.1%

36.0%

10.8%

8.6%

20.1%

5.0%

0.7%

83.5%

30.8%

16.1%

24.2%

26.7%

0.4%

0.7%

75.6%

28.9%

39.8%

21.2%

29.2%

0.2%

1.5%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

戸籍（出生・死亡等）・住民票・印鑑等の

登録・届出・証明関係

医療・介護・子育てなど福祉関係

国民健康保険・国民年金関係

税金関係

その他

市庁舎に行ったことがない

不詳

市民アンケート（1,032）

18～39歳（139）

40～59歳（273）

60歳以上（585）
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（３）来庁の目的 

問3．主にどのような目的で、市庁舎に訪れていますか。（あてはまるもの全てに○） 
 

・最も割合が高いのは「戸籍・住民票・印鑑等の登録・届出・証明関係」で、78.1％

である。 

・性別にみると、最も割合が高いのは男性・女性とも「戸籍・住民票・印鑑等の

登録・届出・証明関係」で、それぞれ 77.6％、79.0％である。 

・「医療・介護・子育てなど福祉」については、女性が 34.2％で男性の 24.0％を

10.2 ポイント上回っている。 
  

■来庁の主な目的【複数回答】（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       

※「その他」の回答は、P8 参照。  

78.1%

30.4%

29.3%

20.3%

27.0%

0.9%

1.4%

77.6%

24.0%

29.3%

17.6%

33.3%

1.1%

0.8%

79.0%

34.2%

29.0%

22.0%

23.2%

0.7%

1.5%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

戸籍（出生・死亡等）・住民票・印鑑等の

登録・届出・証明関係

医療・介護・子育てなど福祉

国民健康保険・国民年金

税金関係

その他

市庁舎に行ったことがない

不詳

市民アンケート（1,032）

男性（375）

女性（596）
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・年代別にみると、「60 歳以上」は他の年代よりも「国民健康保険・国民年金関係」

の割合（39.8％）が高い。 

 

 

■来庁の主な目的【複数回答】（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「その他」の回答は、P8 参照。 

  

78.1%

30.4%

29.3%

20.3%

23.6%

4.3%

1.4%

79.1%

36.0%

10.8%

8.6%

20.1%

5.0%

0.7%

83.5%

30.8%

16.1%

24.2%

26.7%

0.4%

0.7%

75.6%

28.9%

39.8%

21.2%

29.2%

0.2%

1.5%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

戸籍（出生・死亡等）・住民票・印鑑等の

登録・届出・証明関係

医療・介護・子育てなど福祉関係

国民健康保険・国民年金関係

税金関係

その他

市庁舎に行ったことがない

不詳

市民アンケート（1,032）

18～39歳（139）

40～59歳（273）

60歳以上（585）
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（４）困ったこと、不便に感じたこと 

問4．市庁舎を利用して困ったこと、不便に感じたことは何ですか。（あてはまるも

の全てに○） 
 

・割合が高いのは「用件先がどこにあるか分かりにくい」、「建物内が暗い」、「エ

レベーターが少ないなど、高齢者や障害者等が移動しにくい」などである。 

・性別にみると、最も割合が高いのは男性・女性とも「用件先がどこにあるか分

かりにくい」で、それぞれ 46.7％、53.4％である。また、全体的にみて、女性の

方が男性よりも割合が高い傾向がある。 

 

■市庁舎の利用で困ったこと、不便に感じたこと【複数回答】（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「その他」の回答は、P11 参照。  

51.1%

47.2%

45.0%

44.5%

34.4%

25.4%

24.8%

24.5%

11.2%

8.6%

7.2%

5.4%

0.7%

4.1%

9.1%

2.0%

46.7%

42.4%

39.7%

42.4%

29.1%

24.0%

24.0%

23.5%

8.0%

6.4%

7.5%

6.4%

0.5%

2.9%

12.3%

1.3%

53.4%

51.0%

49.2%

46.5%

37.4%

26.3%

24.7%

25.2%

13.4%

10.1%

6.9%

5.0%

0.8%

4.5%

7.4%

2.2%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

用件先がどこにあるか分かりにくい

建物内が暗い

高齢者や障害者等が移動しにくい

駐車場が足りない・使いにくい

複数の窓口を利用する際、距離が遠い

地震など災害に対する安全性に不安がある

トイレが使いづらい、多目的トイレが少ない

廊下、階段、ロビー等が狭く感じる

プライバシーに配慮した相談場所が少ない

子連れに配慮した設備やスペースが十分でない

空調の効きが悪い（暑い、寒い）

駐輪場が足りない・使いにくい

市庁舎を利用したことがない

その他

特に問題を感じていない

不詳

市民アンケート（1,032）

男性（375）

女性（596）



38 

 

・年代別にみると、「60 歳以上」は他の年代よりも「分かりにくさ」や「駐車場の

使いにくさ」の割合が低く、一方で「移動しにくさ」の割合が高い。 

・「子連れに配慮した設備やスペースが十分でない」は、他の年代よりも「18～39

歳」の割合が高い。 

 

 

■市庁舎の利用で困ったこと、不便に感じたこと【複数回答】（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「その他」の回答は、P11 参照。 

  

51.1%

47.2%

45.0%

44.5%

34.4%

25.4%

24.8%

24.5%

11.2%

8.6%

7.2%

5.4%

0.7%

4.1%

9.1%

2.0%

58.3%

50.4%

35.3%

48.2%

33.8%

30.9%

20.9%

23.7%

9.4%

21.6%

11.5%

2.2%

2.9%

5.8%

5.0%

2.2%

59.3%

52.0%

46.2%

50.5%

38.8%

29.7%

21.6%

22.3%

14.3%

7.7%

8.4%

4.8%

0.4%

5.5%

5.5%

1.5%

44.4%

44.3%

47.4%

41.0%

31.8%

21.9%

26.8%

25.6%

10.3%

5.8%

5.5%

6.7%

0.3%

3.1%

12.1%

2.2%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

用件先がどこにあるか分かりにくい

建物内が暗い

高齢者や障害者等が移動しにくい

駐車場が足りない・使いにくい

複数の窓口を利用する際、距離が遠い

地震など災害に対する安全性に不安がある

トイレが使いづらい、多目的トイレが少ない

廊下、階段、ロビー等が狭く感じる

プライバシーに配慮した相談場所が少ない

子連れに配慮した設備やスペースが十分でない

空調の効きが悪い（暑い、寒い）

駐輪場が足りない・使いにくい

市庁舎を利用したことがない

その他

特に問題を感じていない

不詳

市民アンケート（1,032）

18～39歳（139）

40～59歳（273）

60歳以上（585）
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（５）市庁舎に求めるもの 

問5．市庁舎に求めるものを次の中から選んでください。（○は３つ以内） 
 

・最も割合が高いのは「各種手続きなどを一つのフロアで済ませることができ、

用件先までの行き方が分かりやすく、移動しやすいこと」で、59.1％である。 

・性別にみると、最も割合が高いのは男性・女性とも「各種手続きなどを一つの

フロアで済ませることができ、用件先までの行き方が分かりやすく、移動しやす

いこと」で、それぞれ 57.6％、61.7％である。 
  

■市庁舎に求めるもの【複数回答】（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       

※「その他」の回答は、P14 参照。  

59.1%

46.0%

44.7%

37.6%

24.6%

13.8%

10.2%

2.2%

6.2%

57.6%

46.9%

41.3%

35.2%

24.8%

9.3%

16.5%

2.9%

5.3%

61.7%

46.6%

47.1%

39.9%

24.8%

11.4%

12.1%

1.5%

5.0%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

各種手続きなどを一つのフロアで済ませることができ、

用件先までの行き方が分かりやすく、移動しやすいこと

大きな地震が発生した際に、災害対応の拠点となる庁

舎の耐震性能が確保されていること

エレベーターが複数設置されているなど、バリアフリー

化され高齢者や障害者等にも利用しやすいこと

駐車場が安全で、利用しやすいこと（駐車スペースが広

い、場内の行き来がしやすい等）

古くなった建物や設備が更新され、使い勝手や省エネ

等の性能が向上すること

窓口や相談スペースにゆとりを持つなど、市民サービ

スを効率的に提供できる環境が整っていること

相談窓口と待合スペースに一定の距離を設けるなど、

来庁者のプライバシーが確保されていること

その他

不詳

市民アンケート（1,032）

男性（375）

女性（596）
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・年代に関わらず概ね同様の傾向にあるが、「駐車場が安全で、利用しやすいこと」

については、「60 歳以上」の割合は低く、「18～39 歳」及び「40～59 歳」で割

合が高い。 

 

 

■市庁舎に求めるもの【複数回答】（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「その他」の回答は、P14 参照。  

59.1%

46.0%

44.7%

37.6%

24.6%

13.8%

10.2%

2.2%

6.2%

66.2%

50.4%

41.0%

46.8%

24.5%

13.7%

7.2%

0.7%

0.7%

57.1%

45.1%

48.4%

47.6%

23.8%

12.1%

14.3%

2.6%

3.3%

59.0%

46.5%

44.1%

31.6%

25.5%

15.4%

9.6%

2.2%

7.5%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

各種手続きなどを一つのフロアで済ませることができ、

用件先までの行き方が分かりやすく、移動しやすいこと

大きな地震が発生した際に、災害対応の拠点となる庁

舎の耐震性能が確保されていること

エレベーターが複数設置されているなど、バリアフリー

化され高齢者や障害者等にも利用しやすいこと

駐車場が安全で、利用しやすいこと（駐車スペースが広

い、場内の行き来がしやすい等）

古くなった建物や設備が更新され、使い勝手や省エネ

等の性能が向上すること

窓口や相談スペースにゆとりを持つなど、市民サービ

スを効率的に提供できる環境が整っていること

相談窓口と待合スペースに一定の距離を設けるなど、

来庁者のプライバシーが確保されていること

その他

不詳

市民アンケート（1,032）

18～39歳（139）

40～59歳（273）

60歳以上（585）
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（６）市庁舎にあった方がよいと思う機能 

問6．市庁舎にあった方がよいと思う機能に○を付けてください。（○は３つ以内） 
 

・最も割合が高いのは「災害発生時の避難場所としての機能」で、51.9％である。 

・性別にみると、最も割合が高いのは男性・女性とも「災害発生時の避難場所と

しての機能」で、それぞれ 49.1％、54.7％である。 

 

■市庁舎にあった方がよい機能【複数回答】（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「その他」の回答は、P16 参照。  

51.9%

27.6%

17.7%

17.2%

8.8%

2.2%

29.8%

6.6%

49.1%

26.9%

20.0%

18.7%

9.6%

1.3%

32.3%

5.3%

54.7%

29.0%

15.8%

16.6%

8.4%

2.9%

29.2%

5.5%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

災害発生時の避難場所としての機能

地域の観光情報や特産品等を提供する情報発信機能

イベント等が実施できる広場機能

地域の会議やサークル活動等に利用できる集会機能

宿泊施設や店舗等、民間のサービス機能

その他

現在の機能のままでよい

不詳

市民アンケート（1,032）

男性（375）

女性（596）
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・年代に関わらず概ね同様の傾向にあるが、「災害発生時の避難場所としての機能」

については、他の年代に比べて「18～39 歳」で割合がやや高い。 

 

 

■市庁舎にあった方がよい機能【複数回答】（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「その他」の回答は、P16 参照。 

 

  

51.9%

27.6%

17.7%

17.2%

8.8%

2.2%

29.8%

6.6%

60.4%

23.0%

15.1%

16.5%

12.9%

4.3%

23.7%

1.4%

48.4%

27.1%

20.5%

19.4%

8.4%

2.6%

31.1%

3.7%

52.0%

29.2%

16.8%

16.8%

8.0%

1.7%

31.6%

7.7%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

災害発生時の避難場所としての機能

地域の観光情報や特産品等を提供する情報発信機能

イベント等が実施できる広場機能

地域の会議やサークル活動等に利用できる集会機能

宿泊施設や店舗等、民間のサービス機能

その他

現在の機能のままでよい

不詳

市民アンケート（1,032）

18～39歳（139）

40～59歳（273）

60歳以上（585）
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（７）整備手法を決定するにあたり、重要と思う視点 

問 7．市庁舎の整備手法（改修、建替え）を決定するにあたり、重要だと思う視点

に○を付けてください。（○は２つ以内） 
 

・最も割合が高いのは「市民が利用しやすくなること」で 72.6％、次いで「整備

に要する市民の負担が少ないこと」が 60.4％である。 

・性別にみると、最も割合が高いのは男性・女性とも「市民が利用しやすくなる

こと」で、それぞれ 71.2％、75.3％である。 

・「整備に要する市民の負担が少ないことは」は女性の方がやや割合が高く、一方

で、「整備後にできるだけ長い時間使用できること」は男性の方がやや割合が高

い。 

 

 

■市庁舎の整備手法決定で重要と思う視点【複数回答】（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「その他」の回答は、P18 参照。 

72.6%

60.4%

26.0%

6.4%

2.0%

5.2%

71.2%

56.8%

30.4%

8.3%

2.1%

4.0%

75.3%

64.1%

24.3%

5.0%

2.0%

4.0%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

市民が利用しやすく

なること

整備に要する市民の

負担が少ないこと

整備後にできるだけ

長い期間使用できること

整備に要する期間

（事業期間）が短いこと

その他

不詳

市民アンケート（1,032）

男性（375）

女性（596）
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・年代別にみると、「利用しやすさ」は若いほど割合が高い傾向で、一方で「市民

負担の少なさ」については「18～39 歳」は他の年代よりも割合が低い。 

 

 

■市庁舎の整備手法決定で重要と思う視点【複数回答】（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「その他」の回答は、P18 参照。 

 

 

 

  

72.6%

60.4%

26.0%

6.4%

2.0%

5.2%

77.7%

56.8%

25.9%

7.2%

2.2%

1.4%

74.7%

64.5%

25.3%

3.7%

2.6%

2.2%

71.6%

60.3%

26.8%

7.5%

1.9%

6.2%

20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市民が利用しやすく

なること

整備に要する市民の

負担が少ないこと

整備後にできるだけ

長い期間使用できること

整備に要する期間

（事業期間）が短いこと

その他

不詳

市民アンケート（1,032）

18～39歳（139）

40～59歳（273）

60歳以上（585）
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（８）本館の取扱い 

問8．本館について、「改修して、維持したい」と思いますか、それとも「建て替え

てもよい」と思いますか。（○は１つ） 
 

・「建て替えてもよい」の割合が、「改修して、維持したい」よりも高い。 

・「改修して、維持したい」を選んだ割合は、性別では「女性」が 36.2％と男性よ

りもやや高く、年代別では、「60 歳以上」が 36.2％と他の年代と比較してやや高

い。 

 

■本館の整備手法 

 

 

  35.1%

34.1%

36.2%

35.3%

33.7%

36.2%

57.5%

59.7%

57.0%

63.3%

62.6%

54.4%

7.5%

6.1%

6.7%

1.4%

3.7%

9.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート

（1,032）

男性

（375）

女性

（596）

18～39歳

（139）

40～59歳

（273）

60歳以上

（585）

改修して、維持したい 建て替えてもよい 不詳

性
別

年
代
別
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問 8-1．問８で「１」を選んだ理由として、最も近いものに○を付けてください。

（○は１つ） 
 

問 8-2．問８で「２」を選んだ理由として、最も近いものに○を付けてください。

（○は１つ） 
 

・「改修して、維持したい」を選んだ理由で最も割合が高いのは、「歴史的価値が

高いと思うから」で、16.1％である。性別ではほぼ差はなく、年代別では「40

～59 歳」で他の年代よりもやや割合が高い。 

 

・「建て替えてもよい」を選んだ理由で最も割合が高いのは、「建て替えると庁舎

の機能が向上すると思うから」で、26.2％である。性別では「女性」の方がやや

割合が高く、年代別では「40～59 歳」で他の年代よりもやや割合が高い。次に

割合が高いのは「建替えの方が、今後の改修・維持管理費用が安いと思うから」

で、21.0％である。性別では「男性」の方が割合が高く、年代別では「18～39

歳」で他の年代よりも割合が高い。 

 

・「改修の方が、整備費用が安いと思うから」と「建替えの方が、今後の改修・維

持管理費用が安いと思うから」を合計すると全体では 30.0％となり、整備手法

を選ぶうえで費用面がポイントとなっている。なお、年代別でみると「18～39

歳」は 37.4％となっている。 
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■問８で「１」または「２」を選んだ理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「その他」の回答は、P21、22 参照。 

  

16.1%

15.7%

16.9%

15.1%

18.3%

15.7%

7.8%

8.5%

7.2%

7.2%

6.6%

8.4%

9.0%

8.0%

9.6%

11.5%

6.2%

9.9%

0.9%

0.5%

1.0%

0.7%

1.1%

0.7%

1.4%

1.3%

1.5%

0.7%

1.5%

1.5%

26.2%

22.9%

28.4%

25.2%

30.0%

24.6%

5.8%

6.7%

5.4%

8.6%

5.1%

5.5%

21.0%

26.1%

18.6%

25.9%

21.6%

20.2%

2.2%

2.4%

2.0%

3.6%

2.9%

1.7%

2.2%

1.6%

2.7%

2.9%

2.4%

7.5%

6.1%

6.7%

1.4%

3.7%

9.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート

（1,032）

男性

（375）

女性

（596）

18～39歳

（139）

40～59歳

（273）

60歳以上

（585）

歴史的価値が高いと思うから

まちのシンボルだと思うから

改修の方が、整備費用が安いと思うから

その他

理由不詳（改修）

建て替えると庁舎の機能（防災拠点やバリアフリー化等）が向上すると思うから

新しい庁舎になれば、まちのイメージを変えることができると思うから

建替えの方が、今後の改修・維持管理費用が安いと思うから

その他

理由不詳（建替）

不詳（問8）

性
別

年
代
別

改
修
・
維
持

建
て
替
え

改修して、維持したい 建て替えてもよい
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（９）仮庁舎の設置 

問 9．建て替える場合は、市民サービスを継続するために仮庁舎を設置する場合が

あります。設置には一定の費用が必要となりますが、現在地も建設場所の候

補地となります。 

   「仮庁舎の設置」について、どのように考えますか。（○は１つ） 
 

・「仮庁舎の設置」については、「必要であれば設置もやむをえない」の割合が最

も高く 60.5％である。 

・「必要であれば設置もやむをえない」と「設置してよい」を合計すると 76.2％で、

性別では「女性」の方が割合が高く 78.3％、年代別では「18～39 歳」で他の年

代よりも割合が高く 81.3％となっている。 

 

 

■「仮庁舎の設置」に対する考え 

 

 

  15.7%

16.5%

14.4%

18.7%

18.3%

13.2%

60.5%

56.8%

63.9%

62.6%

60.1%

60.7%

13.0%

14.1%

11.7%

12.9%

14.7%

12.1%

5.4%

7.7%

4.2%

4.3%

5.5%

5.8%

5.4%

4.8%

5.7%

1.4%

1.5%

8.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート

（1,032）

男性

（375）

女性

（596）

18～39歳

（139）

40～59歳

（273）

60歳以上

（585）

設置してよい 必要であれば設置もやむをえない

できるだけ設置は避けるべきだ 設置すべきでない

不詳

性
別

年
代
別
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（10）公共交通の利便性の確保 

問10．建て替える場合の建設場所を決めるにあたり、「公共交通の利便性（電車・

バスなど）の確保」は重要だと思いますか。（○は１つ） 
 

・「公共交通の利便性の確保」については、「重要」の割合が最も高く、59.1％で

ある。 

・「重要」と「やや重要」を合計すると 85.9％で、性別では「女性」の方がやや割

合が高く 87.4％、年代別では「18～39 歳」で他の年代よりも割合がやや高く

89.2％となっている。 

 

 

■「公共交通の利便性」に対する考え 

 

 

  
59.1%

54.4%

61.4%

56.1%

58.6%

59.7%

26.8%

29.1%

26.0%

33.1%

28.6%

25.0%

7.9%

10.4%

6.2%

7.9%

8.8%

7.4%

2.0%

2.1%

2.2%

2.2%

2.9%

1.7%

4.1%

4.0%

4.2%

0.7%

1.1%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート

（1,032）

男性

（375）

女性

（596）

18～39歳

（139）

40～59歳

（273）

60歳以上

（585）

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 不詳

性
別

年
代
別
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（11）分かりやすい場所であること 

問11．現在の市庁舎は、国道沿いで駅前の目に付きやすい場所にあります。 

   建て替える場合の建設場所を決めるにあたり、大通りや駅前などの「分かり

やすい場所であること」は重要だと思いますか。（○は１つ） 
 

・「分かりやすい場所であること」については、「重要」の割合が最も高く、45.8％

である。 

・「重要」と「やや重要」を合計すると 73.1％で、性別では「女性」の方が割合が

高く 76.7％、年代別では「18～39 歳」で他の年代よりも割合がやや高く 74.8％

となっている。 

 

 

■「分かりやすい場所であること」に対する考え 

 

 

 

  
45.8%

40.0%

48.0%

46.0%

41.8%

46.3%

27.3%

27.2%

28.7%

28.8%

29.7%

27.2%

18.5%

22.4%

16.1%

23.7%

20.9%

16.2%

3.9%

5.9%

2.7%

0.7%

6.2%

3.4%

4.5%

4.5%

4.5%

0.7%

1.5%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート

（1,032）

男性

（375）

女性

（596）

18～39歳

（139）

40～59歳

（273）

60歳以上

（585）

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 不詳

性
別

年
代
別
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（12）既存の市有地を活用すること 

問12．建設場所として既存の市有地を活用する場合、建設候補地は限られますが、

土地の取得のための時間と費用が抑えられることが期待できます。 

   「既存の市有地を活用すること」は必要だと思いますか。（○は１つ） 
 

・「既存の市有地を活用すること」については、「必要」の割合が最も高く、60.3％

である。 

・「必要」と「やや必要」を合計すると 87.4％で、性別では「女性」の方が割合が

やや高く 88.8％、年代別では「18～39 歳」及び「40～59 歳」で割合がやや高く、

それぞれ 91.3％、90.5％となっている。 

 

 

■「既存の市有地を活用すること」に対する考え 

 

 

 

 

 

 

 

  

60.3%

59.5%

60.4%

52.5%

59.7%

62.1%

27.1%

26.1%

28.4%

38.8%

30.8%

22.9%

5.8%

7.5%

4.5%

7.9%

6.2%

5.3%

1.6%

2.4%

0.8%

0.7%

2.2%

1.2%

5.2%

4.5%

5.9%

1.1%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート

（1,032）

男性

（375）

女性

（596）

18～39歳

（139）

40～59歳

（273）

60歳以上

（585）

必要 やや必要 あまり必要ではない 必要ではない 不詳

性
別

年
代
別
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（13）新規に土地を取得すること 

問 13．建設場所として街なかや商業施設付近の土地を新規に取得する場合、土地

の取得に時間と費用が必要となります。その一方で、既存の市有地に限定す

る場合に比べ、新たなまちづくりの可能性が広がります。 

   新規に土地を取得してもよいと思いますか。（○は１つ） 
 

・「新規に土地を取得すること」については、「取得しない方がいい」の割合が最

も高く 49.3％である。 

・「取得しない方がいい」と「取得すべきでない」を合計すると 65.1％で、性別で

は「女性」の方が割合がやや高く 66.3％、年代別では「40～59 歳」で割合がや

や高く 67.0％となっている。 

 

 

■「新規に土地を取得すること」に対する考え 

 

 

 

  
2.9%

4.8%

1.5%

2.2%

2.9%

2.7%

24.5%

24.3%

24.2%

30.9%

27.8%

20.9%

49.3%

45.6%

53.2%

48.9%
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16.6%

7.5%

6.4%

8.1%

2.9%

2.2%

10.9%
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市民アンケート

（1,032）

男性

（375）
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（596）

18～39歳
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（273）

60歳以上

（585）

取得すべきだ 取得してもよい 取得しない方がいい

取得すべきでない 不詳

性
別

年
代
別
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（14）新規に土地を取得する場合、適切と思う場所 

問14．問１３で「１」または「２」に○を付けた方にお尋ねします。 

   市が新規に土地を取得する場合、適切と思う場所について、具体的なご提案

があれば、記入してください。（自由記述） 
 

・「市が新規に土地を取得する場合に適切と思う場所」の自由記述で多いのは、「新

栄町周辺」、「交通の便が良い場所」、「イオン周辺」となっている。 

 

 

■市が新規に土地を取得する場合に適切と思う場所【自由記述】 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

※自由記述の中で学校等の市有地を記載した回答は集計対象外とした 
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63 1 5 4 22 1 10 5 1 7 1 17 7 12
100.0% 1.6% 7.9% 6.3% 34.9% 1.6% 15.9% 7.9% 1.6% 11.1% 1.6% 27.0% 11.1% 19.0%

総数
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（15）市庁舎の建設場所を検討するにあって考慮すること 

問 15．市庁舎の建設場所を検討するにあたって考慮すること（問９～問１３）の

中から、重要と思うものに○をつけてください。（○は２つ以内） 
 

・最も割合が高いのは「既存の市有地を活用し、土地の取得に係る時間と費用を

抑えること」で 53.3％、次いで、「公共交通の利便性を確保し、行きやすいこと」

が 51.3％である。 

・性別にみると、最も割合が高いのは男性・女性とも「既存の市有地を活用し、

土地の取得に係る時間と費用を抑えること」で、それぞれ 52.0％、54.2％である。 

・建設場所の検討で考慮すべきことについては、性別に関係なく概ね同じ傾向が

みられる。 

 

 

■建設場所の検討で考慮すべきこと【複数回答】（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.3%

51.3%

22.1%

15.2%

3.5%

14.1%

52.0%
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既存の市有地を活用し、

土地の取得に係る時間と

費用を抑えること

公共交通の利便性を

確保し、行きやすいこと

大通りや駅前などの

目立つ場所に立地し、

場所が分かりやすいこと

仮庁舎を設置せずに

建て替えること

新たなまちづくりの

可能性を広げるため、

新規に土地を

取得すること

不詳

市民アンケート（1,032）

男性（375）

女性（596）
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・年代別でも概ね同じ傾向であるが、「仮庁舎を設置せずに建て替えること」につ

いては、「18～39 歳」は他の年代よりも割合が低くなっている。 

 

 

■建設場所の検討で考慮すべきこと【複数回答】（年齢別） 
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公共交通の利便性を
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大通りや駅前などの

目立つ場所に立地し、

場所が分かりやすいこと

仮庁舎を設置せずに
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新たなまちづくりの

可能性を広げるため、

新規に土地を

取得すること

不詳

市民アンケート（1,032）

18～39歳（139）

40～59歳（273）

60歳以上（585）
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４ 調査票 
 

4-1．市民アンケート調査 

（１）依頼文 
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（２）アンケート回答にあたっての参考資料 
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（３）調査票 
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（４）お礼状兼督促状 
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4-2.インターネットアンケート調査 

（１）調査票 
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4-3.団体アンケート調査 

（１）依頼文 
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（２）調査票 
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